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私たちはいつも大はしゃぎ
「あたしファーンが恐いの」

定価 3240 円（本体 3000 円）
四六判／ 346 頁
分類・棚＝海外小説
1 月下旬刊  978-4-560-09532-4

幼い日の自分のひと言が、家族をばらばら
にしたのだろうか。この記憶はどこまで本
物なのか。心理学者の一家が直面する、愛
と崩壊と再生の物語。

カレン・ジョイ・ファウラー 著／矢倉尚子 訳

蔡英文自伝
◎ 台湾初の女性総統が歩んだ道

台湾新総統の知られざる素顔

定価 2160 円（本体 2000 円）
四六判／ 260 頁
分類・棚＝政治
1 月下旬刊  978-4-560-09524-9

政治と無縁の家庭に生まれ、日本式の教育
を受けた厳格な父親に育てられた物静かな
少女が、台湾総統になるまでの秘められた
信念と道程を明かす。

蔡 英文、劉 永毅 著／前原志保 訳

蔡 英文 著／前原志保 監訳／阿部由理香 他訳
蔡英文  新時代の台湾へ
台湾初の女性総統が、一度は総統選に敗北しながらも、市
民との対話を通し模索し続けた、新たなリーダーシップの
形と未来の台湾の姿。
発売中　定価 2052 円（本体 1900 円）四六判／ 272 頁
分類・棚＝政治・経済　978-4-560-09248-4
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杉山祐之 著
�定価 3672 円（本体 3400 円）

覇王と革命　◎中国軍閥史一九一五—二八� 978-4-560-08256-0

張作霖
 ◎ 爆殺への軌跡 1875-1928

張作霖の生涯を通して中国近代の実像に迫る

定価 2808 円（本体 2600 円）
四六判／ 356 頁
分類・棚＝現代史
1 月下旬刊  978-4-560-09534-8

今世紀に入って公開された史料に基づき、
張作霖の全体像と、清朝末期から中華民国
初期に至る軍閥の時代を重層的に描いた本
格評伝。

杉山祐之 著

袁世凱統治の末期から張作霖爆殺まで、各地の群雄が権
謀術数をめぐらせ、三国志さながらの興亡を繰り広げた
軍閥混戦の時代を、ベテランの中国ウォッチャーがダイ
ナミックに描く。

ヒトラーの命令で、ヒムラーとハイドリヒ
が計画・推進した「タンネンベルク作戦」。
検察記録を元に全体像を再構成したドキュ
メント。

「第二次大戦の発火点」の真相を糾明！

定価 3240 円（本体 3000 円）
四六判／ 260 頁
分類・棚＝現代史
1 月上旬刊  978-4-560-09533-1

A・シュピース、H・リヒテンシュタイン 著／守屋 純 訳

総統は開戦理由を必要としている
 ◎ タンネンベルク作戦の謀略

Ｈ・Ａ・ターナー・ジュニア 著／関口宏道 訳
� 定価 2916 円（本体 2700 円）

独裁者は30日で生まれた  ◎ヒトラー政権誕生の真相� 978-4-560-08428-1

なぜヒトラーは首相になれたのか？　大資本がヒトラー
独裁を準備したというマルクス主義的見解を徹底批判し、
米独歴史学界で大論争を巻き起こした碩学が辿りついた
結論。本邦初訳。

好評
既刊

●

好評
既刊
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今日からはじめる台湾華語《CD 付》

注音符号つき！　台湾式に学べる入門書

定価 2808 円（本体 2600 円）
A5 判／164 頁
分類・棚＝語学
1 月下旬刊  978-4-560-08734-3

台湾の標準語を、発音から会話・文法の基
本まで学びます。会話文や単語には注音符
号・ピンインを併記。中国との言葉のちが
いも解説。

樂 大維 著

ニーチェをドイツ語で読む
超人とは？　ニヒリズムとは？

定価 2592 円（本体 2400 円）
四六判／190 頁
分類・棚＝語学
1 月下旬刊  978-4-560-08733-6

対訳を多数掲載した画期的なニーチェ入門
書。「超人」などのキーワードを、和訳だけ
ではわかりづらいニュアンスまで丁寧に解
説。

細見和之 編著

 聞いて読む初版グリム童話 ◎ドイツ語朗読 CD 付� 978-4-560-08535-6好評
既刊

 𠮷原素子、𠮷原高志 編著� 定価 2376 円（本体 2200 円）

 ニューエクスプレス 台湾語  《ＣＤ付》� 978-4-560-00364-0好評
既刊

村上嘉英  著
�定価 2808 円（本体 2600 円）

◦「台湾華語」は台湾の標準語です。中国大陸の標準語に近いものの、使
用する漢字・語彙・発音などに違いがあります。「台湾語」は中国福建省よ
り移住した閩南（びんなん）人の言葉で、台湾では生活言語として広く使
用されています。

見やすい・わかりやすい・使いやすい！　会話から文法
へ──はじめての入門書◆決定版。美しい自然、グルメ
王国……　さまざまな魅力をもつ台湾で話されている言
葉を学んでみませんか。



※搬入予定日、広告予定は変更になることがありますので、ご了承下さい。定価は 8% 税込価格です。

［白水Uブックス208］

天使の恥部

アナは語り続ける、愛について、生について

定価 2052 円（本体 1900 円）
新書判／ 360 頁
分類・棚＝海外小説
1 月中旬刊  978-4-560-72131-5

ウィーン近郊の楽園の島で、極変動後の未
来都市で、メキシコ市の病院で、時を超え
て繰り返される夢みる女たちの哀しい愛と
運命の物語。

マヌエル・プイグ 著／安藤哲行 訳

12 ／初旬	中日・西日本・北海道・神戸・信毎（3.1/8）新刊
12／ 2	 UP（1/3p）新刊
12／ 5	 毎日（3.1/8）新刊
12／ 14	 日経（3.1/8）『金融危機はまた起こる』
12／ 15	 河北（3.1/8）新刊
12／ 18	 NHK語学テキスト（フランス語、中国語）（1/2p）新刊・良好書
12／ 20	 京都（5.1/4）新刊

12／ 15	『文庫クセジュ 1009　レジリエンス こころの回復とはなにか』
12／ 22	『ニューエクスプレス　バスク語《CD付》』『偽史の政治学　新日本政治思想史』
	 『アブサンの文化史　禁断の酒の二百年』
12／ 27	『エクス・リブリス　鬼殺し（上下）』『消えゆく「限界大学」　私立大学定員割れの構造』
1／ 6	 『総統は開戦理由を必要としている　タンネンベルク作戦の謀略』

12 月中旬〜 1 月上旬に出る本（日付は取次店搬入予定日）

12 月の広告予定

ブエノスアイレス事件［白水Ｕブックス 63］� 978-4-560-07063-5好評
既刊

マヌエル・プイグ 著／鼓 直 訳
� 定価 1026 円（本体 950 円）

サディスティックなかたちでしか女性と交渉が持てない
美術評論家と、マゾ的な状況のなかでしかオルガスムス
を得られない女流彫刻家との不毛の愛の物語。快調なス
トーリーの展開とともに、映画のショット、内的告白等々、
多様なテキストで成り立っている作品構成にも興味深い
ものがある。映画監督ウォン・カーウァイが『ブエノス
アイレス』を撮るきっかけを得た本でもある。
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